











一大阪府A市での聞 き取 り調査か ら一






















中に、一般地区の子どもの平均的な学力水準以上の子 どももかな り多 くなっているようである。2)
これらの子 どもたちの学力形成に、 これまでの取 り組みはどのように関わっている、またはい
ないか。 もし、取 り組みの成果があがった子 どもとそうでない子 どもがいるのならば、両者の
もっ条件のちがいは何か。本稿では、こうした問題意識にもとついて、保護者の教育意識 と子
どもの学力形成の関連について、事例分析を試みたい。3)
2保 護 者 へ の 聞 き 取 り調 査 か ら
本稿で分析するのは、1993年3月に大阪府A市でおこなわれた同和地区内外の保護者への聞
き取 り調査データである。4)聞き取 り対象者は、子 どもの学習理解度な どの条件を考慮 して
選定 した候補者のうち、承諾を得た人たちである。最終的に、約40人の保護者から聞き取 りを







部落差別 と解放運動についての考えという大まかな質問項 目を設定し、対象者に可能な限 り自
由に語って もらっている。このため、必ずしも、(1)から(7)の すべてについて順番通 り
にもれな く回答が得 られたわけではな く、内容の重複や欠落 もある。そこで、本稿では、①保
護者の教育経験 ・職業 ・経済状態、②保護者の職業観 ・学歴観と子どもに望む教育達成、③保




表1保 護者 のプ ロフ ィール(1993年3月時点)
S K H u
子 ども 中3男 、中2女 小5男 小5女 高3女
小6女 、小3男 小3男 中2男
夫年齢 40代前半 40代前半 不明 不明
夫最終学歴 小学校途中まで 専門学校中退 高校卒 中学卒
夫職業 石綿作業 会社員 大工 会社員
妻年齢 30代後半 不明 30代前半 40代前半
妻最終学歴 中学卒 不明 高校中退 中学卒
妻職業 パー ト パー ト パー ト 煙草屋
学習理解度 低(中2) 高 高 高




生活意識調査 とも、小学5・6年 、中学1、2年 にたい してのみ実施 したため、当該学年以
外の子 どもの学習理解や進路希望は不明である。
① 保護者の教育経験 ・職業 ・経済状態
【Sさん】(30代後半、母親)
A市の同和地区(以 下rB地区」 とする)で も、近年、一般地区出身者 との結婚が増えてき





制行 こう思ったら行けてたんですけども、勉強好 きじゃなかったもんで。習い事 ととかしなが




〈お父さんは どんなお仕事を?〉 「ち ょっと仕事あちこち変わってるんですけども、石綿の
ほう。体に悪い仕事。でも、マスクしてやってるんでね、心配はない。」〈お母さんは?〉 「私






自営層を中心 として家計に余裕があった家庭の出身者の中には、高校に進学 した人 もいる。
次にみるKさんの出身家庭は自営業である。




















していた。Hさん も、同和対策事業による奨学金を受給 して、高校に進学 した。
Hさんは高校を中退 し、十代で結婚、現在はパー トタイマーとして働いている。夫は隣県の









やは り、ち ょっとつらいものあった しね。」〈だんなさんの方はお仕事の上で、やっぱり高校ま
で行ってたらとか思いはることあったんでしょうかね。具体的に。〉「あったと思います。」









通の願いは、子 どもはせめて高校までは出してや り、安定 した仕事に就かせたいというもので
ある。Sさん夫婦は、二人の子 どもに、「親みたいになったらしん どい目するのはあんたらや
で。学問だけはつけ とかん と。楽になるよ」 と言い続けてきた。
だが、現在の娘(調 査当時中学2年 生)の 学力を考えると、実際には保護者の希望は叶いそ
うにない。今の成績では高校進学は無理だろうという予感が娘にも保護者にもあり、事実、S
さんの娘は、中卒後す ぐに働こうと考えている。 しかし、中卒後、何の資格 もなしに働 くこと









Sさんには公立高校に合格 したばかりの息子 もある。息子 と娘では望む学歴に差 があり、S
さんの夫は、娘には 「嫁に行 く立場やから、高校だけ行ってたらいいんちゃうか」 と言い、息
子には 「男の子は高校入った ら、大学行 くつもりで頑張 り」 と言っているという。だが、大学
進学は、Sさん夫婦にとって明瞭な 目標ではない。Sさんが息子に望む将来の仕事は 「お父さ
んみたいにならん と、涼 しくて楽で、いいとこ」であり、当面の心配事は 「高校入っても進級






かにいい大学 とか、そういうの出てるけ ども、あの、仕事に対 してね、使える人 と使えない人
とあるんですよ、はっきり言ってね。」
「我々の 目論見 としては、あの、要するに、仕事ができれば、ええ、いい と。そっから伸び
たらええんちゃうかなあ という考え方でね、やってますんで。要するに、 どこどこの大学が ど
うのこうのとかいうよりもね、そっちの方が。」
Kさんは、息子には目標を持って自分が楽 しい と思える仕事をして欲 しい という。
「まあ、仕事いうのは辛いけども、やっぱ り好きやったらね、それも我慢でけるで しょ、あ






























ただ し、Sさんの 「子 ども次第」 という言葉の裏には、「親の意見は通 らないだろう」 という
あきらめの気持ちがある。それに対 し、Hさんの 「子 ども次第」 という言葉は、「自分の進路
は自分で考えて欲しい」 という気持ちの表れである。Hさん自身は高校を中退 したが、それは
自分で選択 した結果であ り後悔 していないと語 っていた。Hさんは娘にも、進路に関 して自己
決定することを望み、娘の希望を最大限尊重することが親の責任だと考えている。Hさんは、
娘が生まれた直後から、学資の貯金を始めた。
〈さっきの貯金っていうのは、もし子 どもがこれこれこういう理由で進学 したい と言った と
きのための、まあ、準備?〉 「だけです。それだけです。ただ、行きたいって子 どもが願って
て、もちろん行ける頭 もあったらですね、その、行かせてや りたいんやけ ど、そういう蓄えが
なかったら断念せん としょうがないから。今はもういろんな制度 〔大学生向けの奨学金な ど〕
できてるんで しょうけどね。でも、やはり家がつまらんで行か してやれんかったってなったら、
親の責任が無いような気が して。なんかそれは親の責任かなあ とか思って。」
また、Hさんは、子 どもが持 っている将来の夢をかなり正確に把握 し、子 どもにア ドバイス
した り学習の動機づけを しているようすである。
「うん、○○ 〔子 どもの名前〕はね、小さい ときからずっとね、何年間か看護婦さんにな り
たいって言ってたんですよ。ずっと、だか ら、看護婦さんになるためには、ほんな ら、いっぱ
い勉強せなあかんねんて。わかるけ どな。いっぱい勉強せん と、頭よくない と 〔看護婦に〕な
れないよって言った ら、うん、いっぱい勉強するか ら看護婦さんにな りたいって、ずっと言っ









Uさんは、子 どもには是非 とも大学に行って欲 しい とはっきり言う人である。
「高校がね、どこの高校に入るか問題でね、大学進学にはね。レベルの低い高校だったら、
ち ょっと大学進学無理かなって。」〈その話はお子さんに?〉 「してます。 してます。」〈本人も










Uさん夫婦が子 どもの進学に熱心なのは、学歴をつけさせ、安定 した生活を送 って欲 しいか
らだけではない。部落か らの脱出志向と呼びうる気持ちがUさん夫婦にはある。夫は同じB地
区の女性 との縁談を断 り、「結婚するんでもよその人欲 しいということで」一般地区の出身で
あるUさんと見合い結婚をした。夫の現在のつきあいは仕事先の同僚ばか りであ り、Uさん自







中学校、宿題 もあればない日もあると思いますけ どね。復習せんと駄 目で しょ、中学なった ら。
それがまるっきり。親はもうただ忙 しいから、ち ょっと勉強しいやとか、1時 間でも30分でも














〈最後に言い残 した こととか、学校に対 してこんなこと言いたかったんだとか?〉 「できる
子はできる子でどんどん進めていってね、できへん子はどんどん下げるんじゃな くてね、みん
な同じように、平等にできるようにしていって欲 しいというのが、親の願いですけども。他の





〈勉強わか らないときは、あの、お父さんにききに来た りします?〉 「いや、そ ういうこと
よりも、まず、あれでしょう。わからないなら、もしも、そういうことがあった場合でも、…







考えてんやけども、…(中略)…生活態度のようす とかいうの、それ も 「よくできる ・できる」
と 「がんばろう」と、こう2段階にして 〔考 えて〕るんやけ ども、常に 「できる」の方に入る


















はこっちでお父さんはこらちで別々の意見言 うても、子 どもがち ょっとあちこちなると思って、
同 じ考えで。学校からこれはやりなさいって言われたら絶対せなあかんことやって。あんたが
やらん と減らへんし。まあ、仕事やわなっていうふうに言いました。」
Hさんは、子 どもが小学校に入学する頃、平仮名の練習をや らせた。だが、子 どもが小学校
の高学年になって くると、夫婦 ともに勉強を教えることはしていない。それは、親が学校 とは








と同様、 日常の学習に関 しても、Hさんは娘の自主性を重ん じているのである。このようなH
さんの子育てのやり方が功を奏 してきたのは、教員の子 どもへの働 きかけとの相乗効果による
ところが大きいようである。
「一年生に入ったときに、○○ちゃんは本読みが上手ねって 〔先生に〕言われたんです よ。




けなくなるというわさを聞き、中学校での子 どもの勉強に、漠然 とした不安を抱 きは じめた。
rBの子どもは中学になるとついていけな くなるんですか、勉強に。…(中 略)… っいてい
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けな くなるっていうのをたびたびきくんですけども。最初の一学期 ぐらいがすごくって、 もう
二学期になるとガクソてついていけなくなるって、前にきいたことがあるんですが、それはな
んでかなあ と思って。」
「学校の先生の教え方が極端に違 うからなんでしょうかね、小学校6年 生 と中学校の。でも、
学科別になるか らかえってわか りやすいような気がするんやけ どな、中学になった ら。う一ん、
まあ、中学校に行った ら、ある程度は、 もう切 り捨てみたいなとこがあるんでしょうかね。わ
からないならしょうがない、 この子はもうわからないと。」8)
B地区の子 どもが通う小学校では、同和加配教員が配置されてお り、一人一人の子 どもに目
配 りした学習指導が可能である。これに対 して、中学校では一学級あたりの生徒数が多 く、 し
かも、B地区の子 どもは各クラスに数名 となる。加えて、B地区の子どもが通 う中学校は、同
和教育実践の蓄積が浅い。こうした条件が重なって、中学校では、学習が遅れている子 どもは、







Uさんは、「自分の着るものを削ってで もね、やは り子 どもに勉強させてやりたい」 という
気持ちを持って、子 どもの学業に強い関心を持ってきた。二人の子 どもは、同和地区内の保育
所ではな く遠方の私立幼稚園に入れ、早期から学校教育の準備を始めた。
「私立の幼稚園にね、二人 ともおな じとこに入れて。そこではね、ちゃん とローマ字 とかね、
ちょっとした計算 とか字 とかね、教わったんですけども。お習字なんかもね。二人 ともお習字
も小学校から行って、算盤 も習わしてるしね。上(調 査当時高校3年 生)は まだ習字 も続けて
ます。」
子 どもが小学校高学年になると、Uさん夫婦は子 どもに勉強を教えてやれなくなって くる。
そこで、Uさんは、子 どもを塾に通わせた り高価な学習教材を買い与えた。
〈小学校の頃はやっぱり、あの、お父さんお母さんにここわからへんけどとか、宿題……〉
「私 らもやっぱり学校出てないしね。まあ、ある程度、あんま り、4年 、5年 なってきたら全
然 〔学校の勉強は〕わからない。」〈難 しいですよね。〉「ええ、だから、 もう、上の子はもう4
















どもは学校で も家庭で も熱心に勉強 しており、教師はそのことを評価 してくれているという。
Hさんが不安に思った中学校での 「切 り捨て」の問題は、Uさんには意識されていない。
「先生はねえ、まあ、∀・ろいうと、自分の先生はわりとみんな一生懸命やって くれてはると
思います。担任の先生 も若いんですけ どね。」〈どんなふうに熱心なんですか?〉 「ああ、あの、
ときどき家に来て くれたり、なんかあったときには逐一電話かけてきて くれたりね。」〈お母さ
んとしては、先生 とわ りと連絡 とれてるなあという感 じですか。〉「はい。」
3ま と め と課 題
学校教育経験が少な く、学歴 ・収入のいずれにおいても低位の保護者の場合、自らの教育歴
や職業に引けめを感 じて しまってお り、子 どもの養育に関 して無力感にとらわれていることが










中学校教師は、B地区の子 どもを評 して、「忘れ物を しても 〔教師が〕何 とかして くれるやろ
うと思ってるのではないか」と述べていた。教師には、自分たちが努力をすればするほど、保
護者や子 どもの教師への依存心が増 してい くようにみえるのである。教師は 目の前の子どもの






んは、 自らの教育歴や職業に引けめを感 じ、子 どもの学力形成や進路選択において保護者が主
体的な方針を持ちえていない点では、共通 している。 これらの人 々に、 自らの教育経験に関 し




































者が、子 どもの中学卒業を目前にし、進路選択が差 し迫 った問題 となる時期に、 どのように自
らの教育方針を修正 してい くのか という問題、Sさんのような保護者が、 どのようにして自己





































4)保護者への聞き取 り調査に先立って、A市内の小学校6校 、中学校2校 の小学5、6年 、中学1、2
年の子ども全員にたいして、生活実態 ・生活意識に関する質問紙調査 と学習理解度テス トが実施された。










































































話 していただいた人 もある。 したがって、以下の記述では、固有名詞はすべて仮名や伏せ字にした。
6)B地区では、30代や40代の世代でも、義務教育を実質的に修了していない人が珍 しくない。Sさんの
夫の教育歴については、聞き取 りからは明 らかにすることができなかったが、Sさんの夫 と同世代のあ
る母親は、当時のB地区の子どもたちの状況について、次のように語っている。
「やめたっていうより、うち、紡績の下請け親がしていて、で、中学2年 生 ぐらいかな、その時に人
が亡 くなって、ちょっと 〔仕事に〕入ってって言われて。だんだん 〔仕事に〕行ってたら 〔勉強が〕わ
か らんようになるから、おもしろうなくなって。でも、行かなあかん とかそういうことは思えへんかっ














に来てくれるとかあるけど、中学校になったら、 もう人数 もたくさんやし、そんなん構って くれへんや
んか、そんな、一人二人の子 どもに。ほんで、なんていうの、〔中学生が〕学校行けへんようになった
とか、あんなんがすごいあるんちゃうかなあと思って。だから、すごい、なんちゅうの、中学校 と小学
校のあれ 〔取 り組みの格差〕が極端やなあっていうのは、感 じてます。」
9)久冨は、低所得者が集中する地域の調査を通 じて、「〔生活困難層の〕現実の生活困難やそこに至るま
での不幸の重なり、その中でのがんば りとrこの子だけは』 という強い願い、それらが、他の機関や専
門職において把握されているようには、学校 と教師においてみえていない」(久富善之編著 『豊かさの
底辺に生きる一学校システムと弱者の再生産一』青木書店、1993年、159～160頁)こと、現実の生活の
代わりに 「貧困層の定型像」が、教師からみた保護者像を枠づけていることを指摘 している。この指摘
は、B地区を校区にふ くむ学校についても、ある程度は当てはまるものと思われる。 しかし、本稿で取
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り上げたB地区と久冨がフィール ドとした地域の決定的なちがいは、前者には 「みえていない」現実を
明らかにしようと努力する人々が存在することにある。今回の大規模な調査 じたい、そうした努力の一
つとして行われたのである。
同和地区における保護老の教育意識と学力形成 475
Children'sSchoolPerformanceandParents'ConsciousnessaboutEducationinDowaTiku:
aCaseStudyinaCityinOsakaPrefecture
Kaz必血oT且KAP質
Accordingtoanumberofsurveys,educat童onalperformancesofchildreninDowatikuare
differentiatingintheきedays.Somechildrenperformfairlywe11,thoughothersarestill
poor.Inthispaper,Ithedtoa獣alyzethisdiversitywithco-relationsbetweenparents'con-
sciousnessabouteducationandchildren'sschoolperformanc6s.
Wehadasub-structuredandin-depthinterviewwithparentsHvinginaDowatikuinOsaka
PrefectureonMarch1993.Inthispaper,Iselectedfourtypicalcasesfromtheseinterview
dataanddescribedsomedimensionsofparents'consciousness.Thedimensionsare:(1)
Parents'educatiolla1,0ccupationalexperiencesandeconom量cstatus.(2)Howtheythink
abouttheseexperiencesandexpecttheirchildren,andhowtheycommunicatetheexpecta-
tionstotheirchildren.(3)Howtheyhelptheirchildreninhomeworkandhowtheyhelp
children'sdecisionmaldngoffuture.CasesthatIchoseare:S-san(amother),H-san(a
father),K-san(amother),andU-san(amother).
S-sanisatypicalcaseofIowerclass.Shefinishedonlyjuniorhighschoolandherhusband
droppedoutfromelementaryschool.Theirinco享nesarelowandtheywantedtheh・childrento
gotohighschoo玉andgeta"better齢job.Sheandherhusbandalways.saytheirchildren,"If
youdonotworkhardnow,your1迂ewillbesuffe践ng."S-sanhasbeenmakinganeffortto
motivateherdaughtertoworkhard,butshed量dnotsucceed.Herdaughter'sschoolper-
fomlancewaspoorandshegaveuptogotohighschool.S-sanfeelsdeepheiplessness.
U-san'sselfconceptisambiguous.Sheandherhusbandfinishedonlyjuniorhigh
school.Theyfeelshamefulofit.Theymadetheirchildrengotoprivatekindergarten,
juku,yobikou(aprivatepreparatoryschoolforcollege).U-sansaid,"Someparentsinthis
Dowa廿 ㎞donotw…mttheirchildrentogotohighschoolorcoUegebecauseitneedsmuch
many."ItappearstomethatshehasnegativestereotypetoparentssuchasS-san.
K-sanandH-sanarecontrastingcases.Theyaretypicalcasesoflowermiddleclass.They
haveself-esteemandexpecttheirchildrentomakeself-dec量sion.Theyalsoadviseandhelp
theirchildrenwhentheydotheirhomework.Theireffortsareinharmonyw量thschool
teachers'efforttoimprovetheh'achievement.Ithinkoneoftheimportantfactorstoimprove
schoolperformanceshouldbetheparents'selfesteem.
